
漢
代
K
於
け
答
者
子
年
代
翻
腕

r. 
喪

項
、、J

一
、
前
漢
春
秋
設

一
一
、
前
漢
戦
関
設

一
一
一
、
総
括

問
、
後
漢

個個凶崎

、
4・

湊
品
川
に
於
て
老
子
の
年
代
は
如
何
に
考
八
ら
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
、

Iコ
1石1

橋

今
こ
れ
に
つ
い
て
一
考
し
て
み
た
い
。

ぷ九
¥以

英

党
づ
前
漠

ι於
で
、
孔
子
炉
老
子
に
躍
を
問
う
に
と
い
ふ
孔
子
間
磁
の
設
話
が
存
在
し
七
こ
と
は
古
学
賞
で
あ
る
o

孔
子
問
袖
胞
の
こ
と
は
史
記
の

〔

註

一

凶

門

誌

ニ

〕

門

誌

三

〕

老
子
線
非
列
億
、
孔
子
世
家
可
仲
尼
弟
子
列
俸
に
見
九
、

薬
代
に
於
付
る
老
子
年
代
叡

こ
の
一
ご
っ
の
記
事
の
間

K
は
大
般
に
於
て
-
矛
盾
は
無
い
や
う
で
あ
る
。

た
Y
老
子
が
孔



漢
代
に
於
げ
る
老
子
年
代
纏

ヂ
に
向
っ
て
品
一
一
口
っ
た
言
葉
が
老
子
際
非
列
俸
と
孔
子
世
家
主
そ
の
文
に
相
異
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
孔
子
世
家
に
あ
る
も
の
は
孔
子
様
去
の
時
の
一
言

葉
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
列
俸
に
瓦
え
る
も
の
は
初
見
の
時
の
一
一
言
葉
と
思
へ
ば
業
支
へ
な
い
。

〔
性

一

二

〕

，

'・

〔

設

問

〕

叉
、
孔
子
世
家
に
孔
子
十
七
歳
の
時
魯
太
夫
平
品
質
子
が
淡
し
た
と
い
ふ
事
が
載
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
控
迷
が
指
摘
し
て
ゐ
る
如
〈
孟
澄
子
の

死
は
資
は
昭
公
二
十
問
年
で
あ
る
。
意
識
子
と
雨
宮
敬
叔
の
生
れ
に
の
は
昭
公
十
二
年
で
あ
る
か
ら
、
七
年
に
父
献血
子
の
透
一一
一
一
口
を
受
け
て
離
そ
孔

子
民
感
ぶ
と
い
ふ
答
が
な
い
の
で
あ
る
J

放
に
孔
子
年
十
七
、
務
子
、
敬
叔
事
躍
の
事
は
常
家
が
左
俸
を
見
違
へ
た
結
果
の
誤
で
あ
る
が
、
左
俸

に
由
れ
ば
正
し
〈
以
昭
公
二
十
凶
年
或
は
そ
れ
以
後
に
於
で
鈴
子
、
敬
叔
が
孔
子
に
践
を
思
i

ん
‘
に
と
い
ふ
事
の
あ
っ
た
の
は
事
変
で
あ
る
。
然
し

な
が
ら
世
家
に
一
一
一
一
口
ふ
所
の
、
敬
叔
が
魯
震
に
孔
子
と
北
ハ
に
周
に
ゆ
か
ん
事
を
詩
ひ
、
車
や
馬
を
裁
い
て
共
に
老
子
に
越
を
問
う
た
と
い
ふ
事
柄
は

友
俸
に
も
見
え
な
い
所
で
あ
っ
て
、
世
家
は
何
に
本
づ
い
た
・
る
の
で
あ
る
か
判
明
し
な
い
。
斯
〈
の
如
〈
孔
子
世
家
に
於
て
は
孔
子
は
雨
宮
敬
叔

と
北
バ
に
老
子
に
躍
を
問
う
仁
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
老
子
総
非
列
俸
に
は
孔
子
翠
務
で
別
に
赴
い
た
様
に
記
さ
れ
て
ゐ
て
記
事
が
一
致
し
て
ゐ
な

い
。
然
じ
何
づ
れ
に
せ
よ
こ
の
孔
子
問
践
の
設
誌
は
孔
老
時
代
を
同
じ
〈
す
る
事
を
示
し
て
ゐ
る
。

〔
註
五
〕

孫
子
の
徳
充
符
に
も
孔
老
時
代
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
一
不
す
話
が
載
っ
て
ゐ
る
。

〔
詑
六
、
註
七
、
註
八
、
一
読
九
〕

克
に
孔
老
時
代
を
同
じ
し
す
る
事
を
積
何
倒
的
に
一
不
す
も
の
は
雄
記
の
曾
子
関
の
記
事
で
ゐ
る
o

曾
子
関
に
よ
れ
ば
孔
子
が
「
吾
関
諸
老
略
。
」
と

一
一
一
一
向
ふ
事
問
度
、
殊
に
孔
子
が
「
止
向
者
五
回
総
老
判
助
葬
於
巷
議
。
一
再
々
。
」
主
一
一
一
口
ひ
、
日
蝕

K
際
し
て
老
聴
が
「
丘
。
止
板
一
就
道
右
、
止
m
犬
以
諜
織
見
。
」

と
一
一
一
一
口
っ
て
ゐ
る
一
言
葉
か
ら
察
す
れ
ば
J

老
子
は
孔
子
よ
り
絵
程
年
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。

〔
性
十
〕

間
潜
磯
が
こ
の
曾
子
附
の
日
蝕
は
昭
公
二
十
四
年
の
母
'蝕
で
ゐ
る
と
推
算
し
て
、
従
っ
て
孔
子
間
放
は
昭
公
二
十
四
年
で
あ
る
と
、
論
じ
て
-
ゐ
る

の
は
悲
ピ
傾
織
に
値
す
る
。
而
し
で
こ
の
昭
公
二
十
則
年
に
は
孟
遊
子
が
残
し
、
そ
の
選
管
口
作
よ
っ
て
蕗
子
と
敬
叔
が
孔
子
に
師
事
し
て
搬
を
接



ん
で
み
る
℃
前
掲
の
如
{
史
記
の
孔
子
世
家
一に
敬
叔
が
孔
子
と
北
ハ
院
特
に
赴
い
て
老
子
に
躍
を
問
う
た
と
い
ふ
認
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
仁
、
こ
の
話

は
何

K
本
づ
く
も
の
で
あ
る
か
制
明
む
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
関
若
訟
の
如
〈
孔
子
問
磁
を
昭
公
二
十
四
年
と
す
れ
ば
、
そ
の
事
資
と
、
同
じ

〈
廿
開
年
に
敬
放
が
託
子
に
従
っ
て
総
ゐ
仏
製
ん
打
と
い
ふ
こ
の
二
つ
の
事
震
は
、
世
家
w作
品
一
一
向
ふ
所
の
敬
叔
が
孔
子
と
共
に
内
川
に
赴
い
て
老
子
に
機

密
閉
う
仁
左
い
ふ
説
誌
を
導
き
出
し
易
い
僚
件
に
な
る
。
然

b
と
す
れ
ば
議
代
院
於
て
昭
会
二
十
同
年
に
敬
放
が
孔
子
に
躍
を
接
ぴ
、
周
年
に
叉

孔
子
が
老
子
に
臓
を
問
う
た
と
い
ふ
こ
つ
の
事
皆
、が
億
ぜ
ら
れ
て
ゐ
て
、
次
第
に
老
子
が
倖
設
化
さ
れ
る
に
従
っ
て
か
〉
る
事
賢
か
ら
世
家
所
載

の
如
弘
、
設
?話
を
生
じ
、
史
記
成
蕊
の
頃
粍
は
一
宮般
に
老
子
説
話
と
し
て
成
立
し
℃
ゐ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

と
托
か
〈
、
前
漢
に
於
て
信
ぜ
ら
れ
て
み
た
孔
子
肉
離
の
一
事
蜜
及
び
そ
の
事
賢
一
か
昭
公
二
十
四
年
前
後
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
亡
事
か
ら
推
定
す

れ
ば
、
前
漢
に
於
て
老
子
の
年
代
は
周
の
館
五
よ

b
敬
一
土
ま
で
の
関
と
な
さ
れ
て
ゐ
た
色
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

舗圃-

-圃

〔
註
十
一
〕

然
る
に
前
漢
の
老
子
年
代
抑
制
は
決
し
て
統
一
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
邸
ち
、
同
じ
〈
史
記
の
老
子
緯
非
列
俸
に
老
子
の
世
系
が
述
べ
ら
れ
て
み
て
、

こ
れ
に
よ
る
と
老
子
の
世
系
は
次
の
如
〈
で
あ
る
。

.

老
子

i
宗

i
注

i
宮
i
O
i
O
1
0
1綴
!
解

〔

匙

十

二

〕

〔

詮

十

二

〕

夜
中
は
世
系
の
老
子
を
以
て
周
太
史
機
な
b
と
し
ー
山
一
訴
を
機
の
子
と
考
へ
そ
の
宗
は
段
干
子
で
ゐ
る
と
な
し
て
ゐ
る
。
そ
の
斜
註
に
よ
れ
ば
宗
を

〔
註
十
三
〕

~貌
世
家
φ
段
千
子
、
関
策
の
段
千
山
宗
と
な
し
て
ゐ
る
の
で
め
がる
。
縮
刷
藤
拙
堂
も
亦
世
系
の
{
一
万
を
以
い
ι
段
子
山
市
到
な

b
と
し
て
老
子
の
年
代
を
推
定
し

て
ゐ
る
。

漢
代
y
b
h

於
付
る
老
子
年
代
親



漠
代
に
於
け
る
老
子
年
代
続

一
一
凶

然
し
此
の
世
系
の
宗
を
段
干
崇
と
な
す
の
が
一
止
首
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
"は
次
の
如
き
疑
問
が
あ
る
。

一一
γ

校
出
'
は
詮
系
の
老
子
炉
』
以
て
周
太
史
僚
と
な
し
、
山
一
京
郎
ち
段
子
山
宗
を
機
の
子
と
な
し
て
ゐ
る
が
、
一
衆
本
紀
に
よ
れ
ば
太
史
傑
が
紙
公
に
見

え
た
の
は
献
公
十
一
年
で
あ

b
、
段
千
出
一
対
が
券
、
と
和
せ
ん
一
帯
を
請
う
た
の
は
泰
の
昭
玉
三
千
問
年
で
あ
っ
て
此
問
震
に
百
一
年
で
あ
る
。
之
は

父
子
の
年
数
と
し
て
隔
h
過
ぎ
て
ゐ
る
。
縫
っ
て
、
サ
…
系
の
老
子
bι

周
太
史
佑
ー
と
な
し
、
{
一
訴
を
段
子
山
宗
と
見
る
の
は
恐
ら
く
誤
で
あ
ら
う
と
思

ば
れ
る
。

〈
二
)
列
俸
の
世
系
に
よ
れ
ば
宮
支
孫
般
、
俄
仕
於
義
孝
文
有
。
」
と
あ
る
が
、
{
一
訴
を
段
干
山
東
な
り
と
し
て
崇
が
泰
と
和
せ
ん
こ
と
を
請
う
た
は

安
智
正
問
年
か
ら
孝
文
帝
の
末
年
ま
で
そ
の
間
百
十
六
年
で
あ
っ
て
、
世
系
を
数
ふ
る
に
七
代
を
経
過
し
て
ゐ
る
。

で
百
十
六
年
は
飴

b
に
短
き
に
、過
ぎ
る
と
き
ロ
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
が
漢
の
孝
文
帝
に
仕
へ
た
こ
と
は
世
系
民
明
記
す
る
所
で
あ
る
が
、

山
一
か
が
段
千
ま
で
あ
る
か
否
か
は
憶
測
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
新
の
加
く
世
代
と
年
数
の
不
相
艇
を
生
十
る
の
は
恐
ら
〈
宗
を
段
千
崇
と

見
倣
す
こ
と
が
設
で
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

一
世
三
十
年
と
し
て
七
代

以
上
。
如
く
考
へ
れ
な
、
{
一
加
を
段
干
崇
ー
と
見
倣
す
の
は
妥
蛍
で
な
く
、
従
っ
て
{
一
ホ
邸
段
千
崇
と
し
で
老
子
の
年
代
を
推
算
す
る
こ
と
は
設
を
得
な

い
で
あ
ら
う
。

今
置
も
に
世
系
に
擦
っ
て
、
依
の
年
代
を
孝
文
帝
の
末
年
と
し
、

一
世
一
二
十
年
と
し
て
七
代
二
百
十
年
を
遡
る
と
世
系
の
老
子
の
年
代
は
周
の

額
五
問
年
と
な
る
の
で
あ
る
。
列
俸
に
見
え
る
老
子
の
率
一
蹟
と
太
史
備
の
事
蹟
と
は
著
し
く
相
類
し
て
烏
b
、
旦
、
列
停
に
よ
れ
ば
、
淡
代
、
老

門
誌
十
四
〕

子
邸
周
太
史
棺
と
な
す
設
が
存
し
七
の
で
あ
っ
て
、
然
も
僧
が
献
公

K
見
え
仁
周
の
烈
玉
二
年
は
額
五
四
年
と
相
去
る
こ
と
僅
か
九
年
で
あ
る
。

邸
、ち
、
こ
の
世
系
に
一
示
さ
れ
た
老
子
の
年
代
は
周
太
史
地
ゅ
の
年
代
と
金
〈
符
合
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
世
系
中
の
老
子
は
五

K
漠
代
太
史
僧
に



混
同
せ
ら
れ
た
老
子
で
ゐ
る
に
格
運
な
い
。
一
服
し
て
こ
の
世
系
は
周
太
史
備
と
老
子
と
を
混
同
し
た
漢
、
代
老
子
訟
の
一
一
で
あ
ら
う
。
新
〈
の
如
〈

考
へ
て
始
め
て
、
庄
中
の
設
が
生
き
て
く
る
も
の
と
思
ふ
。

新
く
し
て
こ
の
列
俸
の
世
系
及
び
老
子
部
太
史
批
憾
の
訟
に
よ
れ
ば
、
首
謀
に
於
て
老
子
の
年
代
は
孔
子
の
夜
後
約
百
年
1

局
の
烈
王
演
と
な
さ

れ
て
ゐ
‘
↑
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

要
す
る
に
前
漢
に
於

τは
、
老
子
の
年
代
を
府
の
簡
五
よ

b
敬
王
ま
で
の
問
と
な
す
春
秋
訟
と
、
烈
王
頃
ー
と
な
す
戦
闘
設
ー
と
が
存
す
る
の
で
あ

る
o

史
認
は
こ
の
二
設
と
併
せ
載
せ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
伺
づ
れ
が
是
な
b
と
の
解
決
も
輿
へ
て
ゐ
な
ト
許
b
で
な
く
A

同
じ
列
侍
に
「
蓋
老
子
百

有
六
十
徐
歳
。
或
言
こ
百
飴
歳
。
ー
一
一
ス
「
英
知
其
所
経
。
」
占
そ
の
年
代
が
不
明
瞭
で
ゐ
る
こ
と
を
表
し
夏
、に

「
或
問
、
倦
'
即
老
子
。
或
向
、
非
也
。

賞
英
知
英
然
否
。
ー
一
と
老
子
が
来
し
て
何
人
で
あ
る
の
か
さ
へ
も
明
確
で
な
い
こ
と
を
表
し
て
ゐ
る
。
之
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
前
漢
、
老
子
の
年
代

ば
銃
に
不
明
に
麗
し
、
老
子
は
倖
説
的
人
物
と
な
っ
て
ゐ
た
事
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

間
〔
設
十
四
〕

後
漢
の
い議
問
仰
の
老
子
銘
に
操
れ
ば
、
老
子
は
府
の
幽
王
の
世
に
在
っ
て
三
川
が
都
民
ふ
に
及
び
、
時
五
を
駿
除
し
た
と
い
ふ
の
で
ゐ
る
が
、
こ
の

F

一
二
川
一
波
動
の
こ
と
は
鴎
詩

K
閥
玉
二
年
間
周
の
三
川
が
箆
ふ
た
時
、
位
協
父
が
夏
肢
の
故
事
を
引
い
て
周
の
将
に
亡
び
ん
ム
」
す
る
の
を
謙
一
一
一
目
し
た

と
い
ふ
話
が
出
て
ゐ
る
o

議
認
が
こ
の
伯
陽
父
の
倖
訟
を
老
子
に
結
び
つ
け
可
旦
伯
践
を
老
子
の
字
と
し
て
ゐ
る
こ
と
等
を
察
す
る
と
後
漢
に
於

漢
代
に
於
げ
る
老
子
年
代
視

一
一
五



斑
代
に
於
砂
る
老
子
年
代
貌

一
一
六

て
は
こ
の
伶
陽
父
が
老
子
氏
混
同
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
後
渓
に
於
て
は
、
老
子
の
年
代
を
周
の
幽
王
の
時
代
と
な

L
て
ゐ
る
の
で
あ

，
〔
一
斑
十
四
〕

る
o

然
し
同
時
に
孔
子
関
踏
の
説
話
を
も
認
め
て
ゐ
る
の
で
、
老
子
は
周
の
幽
玄
の
時
か
ら
孔
子
げ
か
穫
を
隠
ふ
七
且
民
主
十
年
ま
で
約
二
吉
四
十
年

〔
註
十
凶
〕

も
生
き
長
ら
へ
て
ゐ
な
け
れ
ば
具
合
が
惑
い
こ
と
に
な
る
の
官
、
者
子
銘
に
は
そ
の
年
寄
時
ぞ
二
百
徐
裁
と
な
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
老
子
銘
が
孔
子

問
織
を
景
王
十
年
孔
子
十
七
歳
の
時
と
な
し
て
ゐ
る
の
は
恐
ら
く
史
記
の
孔
子
世
家
が
数
子
、
被
叔
の
孔
子
に
践
を
祭
ん
に
年
代
を
誤
っ
て
孔
子

年
十
七
歳
と
な
し
、
孔
子
問
織
と
一
二
十
歳
よ
b
檎
年
少
の
時
と
な
し
て
ゐ
る
の
を
更
に
誤
っ
て
、
孔
子
問
践
を
孔
子
十
七
歳
と
時
と
な
し
て
ゐ
る

の

で

あ

ら

う

。

.

之
を
要
す
る
に
、
後
漢
に
於
り
る
老
子
の
年
代
刷
協
は
、
前
漢
の
そ
れ
を
引
き
縫
い
で
、
孔
子
問
機
設
話
を
認
め
て
老
子
を
春
秋
に
泣
き
、

〔
討
十
四
〕

，
前
漢
に
於
げ
る
と
向
様
に
老
予
を
周
の
太
史
傍
に
混
同
し
て
戦
闘
闘
に
引
下
げ
て
ゐ
る
。
而
し
て
更
に
、
周
の
幽
王
時
代
の
伯
陽
父
を
老
子
に
混
同
一
方

し
老
矛
の
ん
は
γ

代
を
蹴
五
時
代
に
置
い
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
後
漢
に
於
て
新
亡
に
敷
約
さ
れ
た
老
子
訟
で
め
る
。
後
漢
に
於
て
は
こ
の
異
っ
た
一
二
設
が

同
時
に
採
P
つ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
老
子
が
全
〈
傍
説
化
さ
れ
た
事
蜜
を
見
る
の
守
め
る
。
老
子
銘
か
ら
察
す
る
と
、
後
漢
に
於
て
は
、
老
子

〔
一
註
十
五
〕

は
阪
に
設
話
化
か
ら
吏
に
進
ん
で
一
例
秘
化
宗
教
化
3
れ
て
行
つ
に
絞
で
あ
る
。

設
一
、
孔
子
一
組
問
、
滞
問
踏
於
老
子
。
老
子
向
。
子
所
言
者
、
其
人
奥
骨
皆
巴
桁
失
。
濁
其
言
衣
ヰ
。

且
君
子
待
其
時
期
鴛
、

不
得
其
時
期
蓬
累
両
行
。

吾

問

問

之
、
良
質
深
磁
瀞
底
一
。
君
子
感
徳
容
貌
活
態
。
去
子
之
騰
祭
典
多
欲
、
態
色
奥
淫
志
。
是
皆
無
銭
於
子
之
身
。
吾
所
以
骨
子
、
悲
是
前
巳
。
孔
子
去
謂
弟
子
目
。

高
膏
知
其
能
飛
。
魚
奇
知
其
能
潜
。
株
安
知
英
能
走
。
走
者
可
以
鴻
問
。
激
者
可
以
怨
給
。
飛
者
可
以
矯
矯
。
至
於
龍
吾
不
能
知
。
並
(
釆
風
雲
廊
上
天
。
吾
今

官
見
老
子
、
共
獄
能
郡
。
(
史
紀
老
子
韓
非
列
館
、
集
解
本
、
索
熔
、
本
、
王
媛
、
樽
本
間
)

駐
ご
，
孔
Z
J
年
十
七
、
魯
大
夫
?
抱
強
手
・
M
且
列
。
・
誠
其
嗣
鰍
伸
子
日
、
孔
丘
、
禦
人
之
後
、
共
和
肌
弗
矢
何
始
有
朱
前
閥
、
離
脱
公
O
i
-
-
-
否
問
畿
一
人
之
後
、
難
不
銘



営
、
必
有
撞
者
守
今
孔
丘
年
少
好
勝
其
達
者
紙
。
吾
郎
波
予
窓
必
郎
之
。
反
麓
子
卒
、

鶴
子
奥
魯
人
高
官
敬
叔
往
事
蹴
意
。
日
沌
歳
季
武
子
卒
。
平
子
代
立
。
礼

子
賞
良
勝
。
及
長
棒
矯
李
氏
史
。
料
設
卒
。
瞥
館
司
職
史
。
荷
ず
世
帯
息
、
向
是
錨
司
空
。
己
市
去
魯
。
斥
於
孫
。
逐
於
宋
街
。
閤
於
際
世
保
之
問
。
於
A
正
反
魯
。

孔
子
長
九
尺
有
ム
ハ
寸
、
人
皆
誠
之
長
人
雨
具
之
。
魯
復
品
一
世
待
。
由
是
反
魯
。
魯
南
宮
敬
叔
言
魯
者
向
、
請
奥
孔
子
治
周
。
魯
君
典
之
一
乗
車
、
悶
溝
、
一
臨
時
子
0

.
川
快
適
周
間
藤
。
議
見
老
子
一
訳
。
僻
去
。
而
老
子
治
之
日
一
、
否
問
、
震
賞
者
迭
人
以
財
、
仁
入
者
会
人
以
言
。
吾
不
能
富
賞
、
鵜
仁
人
之
獄
。
設
子
以
言
。
向
、

聴
明
深
築
而
近
於
死
者
、
好
議
入
者
也
。
博
締
慶
大
、
危
其
身
者
、
護
人
之
惑
者
也
。
銭
入
子
者
母
以
有
己
。
鴻
人
医
者
母
以
有
己
。
孔
子
自
周
反
予
魯
、
弟

子
純
録
選
議
。

A
A
時
也
、
晋
平
公
淫
、
六
郷
淑
様
、
来
伐
詩
侯
。
楚
仰
親
王
兵
援
。
段
機
中
密
。
費
大
而
近
於
魯
。
魯
小
弱
。
附
於
楚
別
辞
怒
。
附
於
脊
則
楚
来

伐
。
不
備
於
費
、
資
制
使
魯
。
魯
昭
公
之
二
十
年
而
孔
子
悲
年
三
十
長
。
(
史
認
孔
子
世
家
〉

一
謎
一
エ
、
孔
子
之
所
般
事
。
於
周
別
老
子
。
於
街
、
議
伯
玉
。
於
費
、
長
卒
伸
。
於
楚
、

'老
菜
子
。
於
郷
、
子
産
。
於
魯
、
孟
公
料
。
(
仲
尼
弟
子
列
惇
'
〉

註
問
、
孔
子
世
家
一
耳
、
孔
子
年
十
七
走
態
子
卒
。
鶴
子
及
南
宮
，破
叔
佐
嘆
鵡
詩
。
余
按
春
秋
俗
、
此
丈
荘
昭
公
七
年
。
出
襲
公
二
十
二
年
遜
推
之
。
則
孔
子
差
是

醤
年
十
七
。
是
以
史
記
、
一
再
然
。
然
志
佑
子
之
卒
、
質
和
昭
公
二
十
四
年
。
偲
但
間
七
年
孟
僚
子
宝
自
楚
、
病
不
能
相
雄
、
応
終
言
其
事
耳
。
世
家
不
祭
J

以
銭

本
年
之
事
。
観
長
。
(
棋
連
・
訟
湘
考
信
鍬
〉

設
五
、
魯
有
冗
者
叔
山
知
…
鮎
件
。
鹿
児
仲
尼
。
仲
尼
向
。
子
不
諜
前
。
阪
犯
忠
紫
走
・
失
。
雌
今
凍
何
及
失
。
無
m
叫
日
Q

五
口
舵
不
知
務
。
而
絡
用
試
問
身
。
吾
北
以
亡

足
。
今
杏
旅
也
、
総
有
掌
足
者
存
。
者
是
以
務
金
之
也
。
:
;
:
無
世
話
老
駒
田
。
孔
丘
之
於
芸
人
、
共
未
邪
。
被
何
賓
賓
以
卒
予
銭
。
彼
且
一
新
以
淑
誌
幻
佳
之

名
問
。
不
知
芸
人
之
以
赴
矯
己
経
拾
郡
3

老
駒
田
。
明
不
夜
使
彼
以
死
生
鴻
一
山
除
。
以
可
不
可
信
一
賞
者
。
解
其
接
結
。
其
可
卒
。
無
世
田
。
天
那
之
。
安
可

解
。
ハ
嘉
子
内
鰐
徳
克
一符
〉

設
山
ハ
‘
哲
子
問
問
。
葬
引
窓
予
附
情
。
日
有
食
之
、
期
有
難
乎
、
口
品
不
乎
。
孔
子
同
、
昔
者
吾
従
老
勝
、
助
努
於
巷
議
。
え
出
向
有
食
之
。
老
川
初
日
)
丘
、
止
拡
就

反
葬
市
丘
問
之
問
、
夫
椋
不
可
以
反
者
也
。
日
有
食
之
。
不
知
共
己
之
、遅
致
、
別
査
知
行
哉
。
老

議
右
、
止
兜
以
脱
抑
繍
問
。
低
下
明
氏
。
冊
目
前
行
。

漢
代
日
・
ぃ
於
り
る
老
予
年
代
翻

問
、
総
也
。

七



誕
伐
に
於
け
芯
老
予
年
代
都

聡
。
誇
侯
朝
天
子
，
見
日
市
有
、
一
逮
日
時
合
誌
。
大
夫
使
、
見
日
市
行
、
建
日
両
合
マ
夫
核
不
蚤
向
。
不
英
街
。
見
昼
間
行
者
、
恥
罪
人
奥
奔
父
母
之
喪
者
乎
。

日
有
食
之
、
安
知
其
不
見

A
也
。
且
君
子
行
穂
、
不
以
人
之
親
応
忠
。
吾
間
諾
老
聯
云
。
(
総
記
曾
子
問
)

註
七
、
常
子
問
向
、
・
有
者
側
行
、
必
以
謹
閥
、
正
行
乎
。
孔
子
日
3

天
子
巡
守
、
以
遜
腕
主
行
、
桜
子
弾
事
。
言
必
有
牟
也
。
今
也
取
七
腕
之
主
以
行
、
則
夫
之

一
一
八

会
。
雷
七
腕
五
勝
無
虚
主
。
底
、
王
者
、
唯
夫
子
崩
、
諸
侯
菜
、
奥
去
其
圏
、
a

奥
一
粉
祭
於
瓶
、
将
叫
ん
叫
…
主
耳
。
否
問
諸
老
刑
制
。
日
、
天
子
嵐
、
密
君
亮
、
則
祝
取
議

腕
之
、
玉
、
市
議
務
純
廊
。
櫨
也
。
卒
央
成
事
、
前
府
主
各
反
其
腕
。
宏
去
其
随
、
大
宰
取
護
閥
之
、
五
以
従
。
謹
也
。
蛤
祭
於
服
則
統
迎
凶
腐
之
主
。
主
出
廟
入

納
。
必
躍
。
老
聡
一
疋
。
(
鵡
記
智
子
問
〉

註
八
、
智
子
問
日
、
下
磁
土
用
葬
予
問
。
途
輿
機
市
往
。
塗
遡
故
也
。
今
慕
透
、
則
其
葬
也
知
之
何
。
孔
子
日
、
吾
開
諸
老
拠
。
日
、
昔
者
史
侠
有
子
市
死
。
下

務
也
。
慕
迷
。
召
公
滞
之
田
、
何
以
不
荷
数
於
宮
中
。
史
供
向
、
吾
敢
卒
哉
。
召
公
言
於
周
公
。
周
公
民
、
去
、
不
可
。
史
供
行
之
。
下
務
用
結
衣
持
、
自
史

世
九
、
子
一
変
問
向
、
一
ニ
年
之
喪
、
卒
以
〈
金
平
之
事
無
時
也
者
、
鵡
奥
。
初
有
司
奥
。
弘
子
日
、
夏
后
氏
、
三
年
之
喪
、
既
般
市
致
事
。
般
人
収
葬
丙
致
事
。
周
人

供
始
也
。
(
鵡
記
曾
子
向
)

J
M
T
W

穴
而
致
事
。
記
臼
、
君
子
不
帝
人
之
親
。
亦
不
可
奪
親
也
。
此
之
説
乎
。
子
夏
日
、
金
草
之
華
航
…
砕
也
者
、
非
典
。
孔
子
日
1

吾
悶
諸
老
納
。
日
、
昔
者
魯

公
偽
禽
、
有
係
府
川
之
也
。
今
以
三
年
之
喪
、
従
其
利
者
、
民
間
弗
知
也
。
(
躍
記
智
子
問
)

註
十
、
葦
常
子
問
、
孔
子
回
、
背
者
吾
従
老
齢
，
助
葬
於
巷
議
、
及
問
日
有
食
之
。
舵
附
公
二
十
有
四
年
、
夏
五
用
、
乙
未
朔
、
日
有
食
之
。
見
春
秋
。
此
印
孔

子
従
老
恥
間
総
時
也
。
〈
問
問
刊
布
畷
・
四
番
雑
地
縮
帆
〉

註
十
」
、
老
子
之
子
、
名
宗
。
宗
綿
一
貌
勝
、
封
於
段
干
。
宗
子
注
。
注
子
宮
。
官
玄
孫
加
問
。
俄
仕
於
漢
孝
文
帝
。
而
俊
之
子
解
錦
勝
西
玉
当
大
体
。
国
家
於
持

簿
。
(
史
記
者
子
斡
非
列
一侮
山
築
制
川
本
索
隈
本
・
玉
波
探
本
向
〉

き
・
ム
一
、
期
大
史
備
品
一
業
献
公
。
本
紀
花
織
公
十
一
年
。
去
錦
，
文
侯
ど
夜
十
一
一
一
年
、
)
問
者
子
之
主
示
、
録
利
純
附
加
、
智
子
段
子
、
別
稿
係
之
子
、
知
語
、
言
言
葉
徳



之
窓
五
千
僚
言
者
儲
也
。
共
入
泰
見
掛
公
、
即
去
周
歪
閥
之
革
、
本
体
去
、
或
同
b

機
部
老
子
。
其
言
越
央
。

ロ
布
、
卦
子
段
干
ノ
下
制
註
〕
鎚
世
家
、
安
麓
王
四
年
、
競
滞
段
子
子
、
話
予
築
市
川
腕
以
利
。
儲
策
.
悲
軍
之
職
、
貌
不
勝
泰
.
明
年
将
使
段
干
崇
割
地
市

詩
。
(
征
中
・
連
事
老
子
孜
問
先
〉

、

註
十
一
ニ
ー
今
按
観
世
家
、
安
麓
玉
一
↓
一
年
、
有
段
千
子
者
。
開
戦
闘
策
、
乃
知
其
名
以
一
部
。
・
:
:
-
A
A
必
老
子
之
子
。
宗
山
宗
十
円
相
、
遇
。
其
不
都
李
而
制
併
設
千
者
、
狛
柳
下

一
恐
来
型
子
康
之
類
。
段
千
崇
之
偽
李
宗
必
央
。
(
弾
藤
拙
蛍
・
老
子
排
〉

偽

詑
ず
問
、
老
子
姓
季
、
宇
伯
陽
、
楚
州
制
服

λ
也。
:
:
;
老
子
鴻
周
ん
寸
綴
室
史
、
首
幽
王
時
、
一
一
一
川
武
袋
、
以
夏
段
之
季
、
陰
陽
之
事
、
間
指
喰
時
玉
。
孔
子
以
周
鑑
王

サ
年
生
、
到
景
王
十
年
、
年
十
有
七
、
島
十
鵡
於
老
川
加
、
計
共
年
紀
、
m
w
時
以
二
百
像
哉
、
鴨
然
老
旋
之
貌
也
。
孔
子
卒
後
、
百
廿
九
年
、
或
諮
周
太
史
像
、
居
助

老
子
、
英
知
其
防
絡
。
:
:
:
ハ
隷
灘
併
殺
・
退
部
老
子
銘
)

設
す
五
v

或
有
浴
…
刑
不
死
、
悶
疋
判
制
玄
牝
之
言
、
出
走
世
之
好
選
者
、
鰯
知
市
長
之
、
以
老
子
離
合
於
混
沌
之
気
、
奥
三
光
活
終
始
、
淑
天
作
議
関
降
升
料
足
院
日

九
鑓
、
奥
時
消
息
、
規
柴
一
「
一
光
、
間
袋
忠
芳
、
存
想
片
時
、
大
一
紫
房
、
道
成
身
化
、
蝉
肱
渡
世
、
自
義
農
以
来
、
関
係
聖
一
審
録
制
。
(
老
子
銘
)

漠
伐
に
於
り
ぎ
岩
子
年
代
翻

一
一
九
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